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はじめに

　スルーラをご利 用 頂 き、ありがとうございます。

スルーラは、科 学 技 術 の分 野 で使 用 されれるグラフと計 算 ツールを

作 成 する為 の大 変 便 利 で強 力 なツールです。

　本 書 では、スルーラを有 効 にご活 用 していただけるように、どのよう

なことができるか等 、機 能 の概 略 説 明 とサンプルを用 いて解 説 してお

ります。

　細 かな使 用 方 法 や各 種 設 定 方 法 は、スルーラのオンラインヘルプ

に全 て記 載 されています。ヘルプ機 能 をご活 用 頂 き、スルーラの機

能 を有 効 にご利 用 下 さい。

　このドキュメントは、Sruler　Ver 3.00 以 降 に基 づき作 成 されていま

す。
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第１章　スルーラでできること
スルーラは、グラフ作 成 と計 算 ツールを作 成 することのできる技 術

支 援 ツールです。

　グラフを利 用 した計 算 ツールの作 成 あるいは、計 算 した結 果 をグラ

フ表 示 するなどの専 用 アプリケーションを作 成 するのは、容易ではあ

りませんが、スルーラを使 用 すれば、簡単かつスピーディーに作 成 す

ることができます。

　さらに、グラフの表現機 能も豊富で、2 次元グラフであればほとんど

のニーズに対応できます。

1　豊 富 な曲 線 の種 類

さまざまな用途に対応できるよう豊富な曲線の種類を用意してい

ます。用途、目的に応じて、さまざまなニーズに対応できます。

○スプライン曲線 全入力点を通過する滑らかな曲線

○ベジエ曲線 入力点に引きつけられる滑らかな曲線

○関数曲線 関数またはプログラムによる曲線

○近似曲線 誤差を持つデータの近似関数化 （回帰分析 ）

○折れ線グラフ 折れ線グラフ

○統計 グラフ 度数分布、正規分布等 の統計 グラフ

○微分曲線 指定曲線の微分値をグラフ化

○積分曲線 指定曲線の積分値をグラフ化

○加工曲線 指定曲線をプログラムで加工して曲線表 示

○ベジエ近似曲線 近似関数が不明 の場合でも、誤差を持つデー

タをグラフ化できます。
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1- １ スプライン曲 線

スプライン曲線は、入力点を通過する滑らかな曲線です。

試験データの誤差が小さい場合に有 効 です。

ファイル名 ：CrvSpl ine

キーワード

スプライン曲線

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［挿 入 ］メ ニ ュ

ーの［ 曲線 ］を

ポ イ ン ト し て 、

［ ス プ ラ イ ン

曲線 ］をク リ ッ

クし ま す。
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1－２ ベジエ曲 線

ベジエ曲線は、入力点に引き付けられる滑らかな曲線です。

目視で、曲線を微調整する場合に用 います。手書 きグラフの自在

定規の代用 になります。

ファイル名 ：CrvBez ier

キーワード

ベジエ曲線

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［挿 入 ］メ ニ ュ

ーの［ 曲線 ］を

ポ イ ン ト し て 、

［ ベ ジ エ 曲 線 ］

を ク リ ッ ク し

ます 。
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1－３ 関 数 曲 線

関数曲線は、数式で定義される曲線を描く場合に用 います。

プログラムの記述による複雑な曲線も定義することができます。

また、パラメトリック関数も表現できます。パラメータに“ｔ”を使 用 し

ます。

ファイル名 ：CrvFuncion

キーワード

関数曲線

座標軸

新規曲線の挿入

関数式

Y=sin( pai*t )

ｔの範囲

始　 –1.2
終　 1.2

作成方法

［挿 入 ］ メ ニ ュ ー

の［ 曲 線 ］ を ポ イ

ント し て 、 ［ 関 数

曲線 ］ を ク リ ッ ク

しま す 。
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1－４ 近 似 曲 線 （回 帰 曲 線 ）

誤差を含むデータをグラフ表 示 する場合に用 います。

指定 された関数に対して、最小二乗法 による誤差が最も小さくな

るように、関数の係数を算出してグラフ表 示 できます。（回帰分析 ）

対象 となる関数は、予め用意されている中から選択する方 法 とユ

ーザーが定義した関数を使 用 する方 法 があります。

ファイル名：CrvRegress

キーワード

近似曲線

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［挿 入 ］メ ニ ュ

ーの［ 曲線 ］を

ポ イ ン ト し て 、

［近 似 曲線 ］を

ク リ ッ ク し ま

す。
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1－５ 折 れ線 グラフ

折れ線グラフは、時系列的な推移などのグラフが主な対象になり

ます。この曲線は、グラフ表 示 に要する計 算量 （内部の）が最も小さ

いので、振動や音声の波形など大規模なデータを扱 う場合にも適し

ています。

ファイル名 ：CrvPoly

キーワード

折れ線グラフ

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［挿 入 ］メ ニ ュ

ーの［ 曲線 ］を

ポ イ ン ト し て 、

［ 折 れ 線 グ ラ

フ］を クリ ッ ク

しま す 。
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1－６ 統 計 グラフ

移動平均 、正規分布 、度数分布 、累積度数分布などの統計 計

算 に使 用 します。

ファイル名 ：CrvStat

キーワード

統計 グラフ

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［挿 入 ］メ ニ ュ

ーの［ 曲線 ］を

ポ イ ン ト し て 、

［ 統 計 グ ラ フ ］

を ク リ ッ ク し

ます 。
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1－７ 微 分 曲 線

作 成 されている曲線の微分曲線を計 算 して表 示 します。

設 定 は、微分 の対象となる曲線を、選択するだけです。

ファイル名 ：CrvDif ferent ial

備 考

微分 は、理論式によるものではなく、有限精度の数値計 算 による

ものです。 2 階微分 以上も可能 ですが、精度が低下 します。

キーワード

微分曲線

座標軸

新規曲線の挿入

正 弦 波 を 積 分

しています。

位 相 が 元 の 曲

線 よ り π /２ 遅

れています。

作成方法

［挿 入 ］ メ ニ ュ ー

の［ 曲 線 ］ を ポ イ

ント し て 、 ［ 微 分

曲線 ］ を ク リ ッ ク

しま す 。
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1－８ 積 分 曲 線

作 成 されている曲線の積分曲線を計 算 して表 示 します。

設 定 は、微分 の対象となる曲線を、選択するだけです。

ファイル名 ：CrvIntegral

備 考

積分 は、理論式によるものではなく、有限精度の数値計 算 による

ものです。 2 階積分 以上も可能 ですが、精度が低下 します。

キーワード

積分曲線

座標軸

新規曲線の挿入

正 弦 波 を 積 分

しています。

位 相 が 元 の 曲

線 よ り π /２ 進

んでいます。

作成方法

［挿 入 ］ メ ニ ュ ー

の［ 曲 線 ］ を ポ イ

ント し て 、 ［ 積 分

曲線 ］ を ク リ ッ ク

しま す 。
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1－９ 加 工 曲 線

作 成 されている曲線を数式またはプログラムで加工します。

設 定 は、加工の対象となる曲線を、選択して加工するための式を入

力 します。

例えば、 Y=2*Y とすると Y 軸方向に 2 倍された曲線になります。

ファイル名 ：CrvModify

キーワード

加工曲線

座標軸

新規曲線の挿入

正 弦 波 を 指 数 関

数 で 加 工 し て い

ます。

加工式

Y=Y*e ^(-0.2*X)

作成方法

［ 挿 入 ］ メ ニ ュ ー の

［ 曲 線 ］ を ポ イ ン ト

し て 、 ［ 加 工 曲 線 ］

をク リ ック し ます 。
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1－10 ベジエ近 似 曲 線

ベジエ曲線の制御点を、最小 2乗法 により算出して、曲線の近似を行い

ます。　誤差を持つデータの曲線を描くのに用 います。[近似曲線 ]と同様

に使 用 できますが、[近似曲線 ]のように関数を指定 する必要がないので、

より自由度あります。誘導電動機 の負荷曲線などのような、関数表現が困

難な場合に適しています。

計 算量が多いので結 果 を算出するまでに、[近似関数 ]より時間がかかり

ます。

ファイル名 ：CrvRegBezier

キーワード

ベジエ近似曲線

座標軸

新規曲線の挿入

作成方法

［ 挿 入 ］ メ ニ ュ ー の

［曲 線 ］を ポ イン ト し

て、［ ベジ エ 近似 曲 線］

をク リ ック し ます 。
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2　スケールが 3 つ以 上 のグラフ作 成

　科 学 技 術 の分 野 では、１つのグラフで表現するデータは、一種類

でないこと が多く、スケールの数が３つ以上であることが少なくありま

せん。スルーラでは、異なるスケールの並列表 記 ができます。

上下左右共追加できる座標軸の数に制限はありません。

備 考

交差する座標軸は、［座標軸の設 定ダイアログ］の［位置 ］ページで

設 定 できます。

作成方法

［挿 入 ］ メ ニ ュ ー

の［ 補 助 座 標 軸 ］

を ク リ ッ ク し ま

す。 　 マ ウ ス カ ー

ソル が 選 択 モ ー ド

（ 2 重 の 四角 形 ）

に 変 わ り ま す の

で、 位 置 決 め の 基

準に し た い 座 標 軸

を 選 択 し て 下 さ

い。

［新 規 座 標 軸 の 作

成］ ダ イ ア ロ グ が

表 示 さ れ ま す の

で、 必 要 な 座 標 軸

を選 択 しま す 。
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３ データの取 り込 み

　既にコンピュータに入力 されているデータを、再入力 する等 の無駄

な作業は必要ありません。

　テキスト形式で保存されているファイルからデータを取 り込むことが

できます。また、マイクロソフト社のＥｘｃｅｌ等 に入力 したデータは、カッ

ト＆ペーストで、取り込めます。（編集ボックスにペーストします）

　データを取 り込めことができる条件は、テキスト形式のデータである

ことと、複数列のデータの場合は、列毎に　［タブ］［；］［，］で区切ら

れている必要があります。

大切なデータは、テキスト形式で保存すること により、データの再

利 用性を保つことができます。

キーワード

データファイル

テキストファイルの取 り込み

テキストファイル化保存

編集ボックス
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４　直 交 値 の計 算

　グラフから数値を読みとり、目測でグラフの値を決定 するのは、なか

なか面倒で、また不正確です。スルーラでは、グラフの直交値を計 算

し表 示 できます。

直 交 値 の表 作 成

直交値の一覧表 を専門に扱 う直交値計 算 表 を使 用 すると、基準

値を入力 するだけで簡単に、直交値の表 を作 成 することができます。

直交値計 算 表 に対象となる曲線を複数登録すれば、複数列の表 を

作 成 できます。

キーワード

Ｘカーソル、Ｙカーソル
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５ 交 点 計 算

　２本 の曲線の交点を計 算 できます。座標値の知 りたい交点をマウ

スでポイントするだけで交点を算出し表 示 します。さらに、表 計 算 機

能 （マルチ計 算 表 ）を用 いて、交点の座標値を表 に表 示 することが

できます。

キーワード

交点計 算
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６ 最 大 値 、最 小 値 、極 大 値 、極 小 値 の導 出

　最大値、最小値、極大値、極小値を計 算 表 示 できます。調べたい

曲線をクリックするだけでこれらを一括表 示 できます。さらに、交点計

算 を同じように、表 計 算 機 能 （マルチ計 算 表 ）を用 いて最大値 、最

小値、極大値、極小値を表 に表 示 することができます。

キーワード

曲線情報の表 示
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７ 微 分 値 、積 分 値 の計 算

　指定点の微分値の計 算 および指定区間の積分値の計 算 ができま

す。これらは、表 計 算 機 能 （マルチ計 算 表 ）を用 いて表 に表 示 するこ

とができます。

　グラフから微分値や積分値を読みとる作業は、大 変 な作業です。

積分値に関しては、大 変 というよりお手上げといった方 がよいでしょう。

しかし、これらの解析値から得 られる情報は、非常に重要な意味を

持つことが多いのも事実です。スルーラを用 いれば、簡単な操作 でこ

れらの情報を得ることができます。

キーワード

ユーザープログラム

マルチ計 算 表

CalIntegra l 関数

CalDi f f erent ia l 関数
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８ データ変 換 およびデータ転 送 機 能

曲線の点データを、プログラムで変換して他の曲線にデータを転

送する機 能 を持っています。

例えば、フーリエ変換機 能 を使 用 し周波数分析を行 うことが可能

です。

キーワード

データ変換

データ転送

編集ボックス

ユーザープログラム
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９ 表 計 算 機 能 （マルチ計 算 表 ）

表 計 算 は、特に珍しい機 能 ではありませんが、スルーラでは、曲線

の各 種 計 算 機 能 を、表 計 算 にそのまま利 用 できるのが特徴です。

また、マルチ計 算 表 には、ユーザープログラム（お客様 が記述したプ

ログラム）とリンクすることができるので、表 の数式だけでは処理できな

い複雑な計 算も行 うことができます。

スルーラのマルチ計 算 表 は、１ページにいくつでも作 成 できるので、

ブロック毎に分 けて設 定 および管理ができます。

キーワード

マルチ計 算 表

ユーザープログラム
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１０ ユーザープログラム機 能

　スルーラには、プログラム機 能 が内蔵されています。科 学 技 術 計 算

に用 いられることを前提に設 計 されているのでかなり高速です。乗算

結 果 を配列に格納する単純なプログラムの比較で、マイクロソフト社

の Visual Basic Ver6.0 の約 2 倍の計 算速度を計測しています。

　また、プログラムのミス（配列への範囲外アクセスなどによる）による

ブレークダウンの心配もありません。

　スルーラに内蔵されたユーザープログラム機 能 は、次のようなことが

できます。

○各 種 の技 術 計 算 ツールの作 成 （ダイアログ形 式 の計 算 ツール）

○他のユーザープログラムで使用 できるユーザー定義関 数 の作 成

独自の関数を作 成 して、ユーザープログラムで作 成 することが

できます。

○曲 線等のデータへのアクセス

曲線 、各 種 表 の数値データから数値を読み出しや、書 き込が

できます。

○曲 線 の持つ各 種 計 算 機 能 の利用

直交値 、交点 、最大値 、最小値 、極大値 、極小値 、微分値 、

積分値を計 算 する関数を用意しています。これらの関数を呼び出

すだけで結 果 を得ることができます。

○図形 の描画

補助的な図形をプログラムで作 成 できます。

キーワ ー ド

ユー ザ ー プログ ラム

マ ル チ計算表

コマ ン ドの 一覧

演算子の 一覧

関数の 一覧
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１1 図形 の作 成

　マウス操作 で、図形を作 成 することができます。０．１ｍｍ単位の正

確な図形を描けます。

○矢印、引き出し線、バルーン

○四角形

○円、楕円

○自由曲線

○雲形図形 （閉じた自由曲線 ）

キーワード

図形 、四角形 、楕円 、ポリライン、ポリライン、自由曲線 、多角形 、雲形図

形

備考

自 由 曲 線 及 び

雲形図形は、各

点を屈曲（角張

った図形）させ

る こ と が で き

ます。

　詳しくは、自

由曲線、雲形図

形 の オ ン ラ イ

ン ヘ ル プ を 参

照して下さい。
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１2 イメージ画像の貼り付け

　ビットマップおよびＪＰＥＧフォーマットの画像ファイルを取 り込み表

示 できます。

　写真 とグラフの合成 や会社のロゴを挿入等 、用途はさまざまです。

視覚的にインパクトのあるグラフを作 成 できます。

キーワード

イメージ

表 示順

備考

図形の倍率は、

縦 横 独 立 し て

設 定 す る こ と

ができます。

詳しくは、［イ

メージ］のオン

ラ イ ン ヘ ル プ

を 参 照 し て 下

さい。
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第２章 スルーラ（Ｓｒｕｌｅｒ） の使い方

　スルーラで は、座標軸 、曲線、文字等 の、全 て個々に独立した要

素として管理しています。　全 ての編集作業は、要素単位で行 うこと

ができます。

スルーラの外観 （全てのツールバーが表示状態になっています）

備 考

ツールバー、編集ボックス、要素ツリーの表 示 、非表 示 の切り替え

は、［表 示 ］メニューの各項目を選択します。

編集ボ ッ ク ス

要素 ツ リ ー

ステータスバー

メニ ュ ーツー ルバー
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１ グラフドキュメントの作 成手順

　

スルーラを用 いると、わずかな操作 で、グラフドキュメントを作 成 す

ることができます。

１．挿入 メニューから必要な要素を選択してシートに追加します。こ

のときの手順は、要素の種類により若干異なります。　ウィンドウ下

部のステータスバーに簡単な説 明 が表 示 されます。　詳細 な説 明

は、挿入メニューの各 ヘルプを参照して下 さい。

２．要素を作 成 した直後に、各要素の設 定 を行 うダイアログボックス

が表 示 されますので、用途に応じた設 定 を行って下 さい。　設 定

内容の説 明 （ヘルプ）は、ダイアログボックスが表 示 されている状

態で、［Ｆ１］キーを押すと表 示 されます。

３．曲線の座標データ等 の主要なデータの編集は、編集ボックス（初

期状態で は、ウィンドウの右側に表 示 されます）で行います。　直

接、数値を入力 する他 、切 り取 り、コピー、貼り付け、ファイルのド

ラッグ＆ドロップ等 、さまざまな編集機 能 があります。　編集ボックス

で編集できる内容は、要素の種類によって異なります。　詳細 は、

オンラインヘルプの編集ボックスを参照して下 さい。

４．座標データを持つ要素は（曲線、図形等 ）は、設 定 メニューの点

入力コマンドを使 用 すると、シート上をマウスでポイントするだけで

座標データを入力 できます。　また、座標データや要素サイズは、

シート上の［＋］マークをドラッグ＆ドロップで変更できます。　これら

の機 能 は、要素が編集ボックスの登録されている場合のみ可能 で

す。　要素を新規挿入した直後は、新規の要素は、編集ボックス

に登録されています。

５．１～４を繰り返してグラフドキュメントを作 成 していきます。

曲線 (グラフ)を作 成 する場合 、曲線には縦横の座標軸必ず必要

ですので、先ず縦横の座標軸を完成 させ、曲線を挿入、データの入

力 の手順で行います。
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また、 [挿入 ]メニューの[グラフ作 成ウィザード]コマンドを使 用 すると、

クリップボードのデータやティストファイルから多軸のグラフを、さらに

少ない手順で簡単に作 成 できます。

シートの種 類

シートは、［グラフシート］と［テキストシート］の２種類あります。

グラフシートは、すべての要素を扱 うことができます。但し複数ページ

に及ぶ表 を作 成 するはで きません。この場合は、テキストシートを使

用 して下 さい。

テキストシートは、グラフシートに連動した複数ページにわたる表 を

作 成 できます。但し、テキストシートに、グラフを作 成 することはできま

せん、

キーワード

挿入 メニュー、新規要素ツールバー

点入力 、編集ボックス、要素ツリー
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２ 各要素の再編集

一度作 成 した要素を再編集することができます。

１．編集したい要素を編集ボックスに表 示 させるには、3 つの方 法 が

あります。

（１）編集 メニューの編集要素の選択コマンドをクリックして、シート

上の編集したい要素をクリックする方 法

（２）シート上の要素をダブルクリックする方 法 。

（３）要素ツリーの要素をドラッグして、編集ボックス上でドロップす

る方 法 。

２．編集したい要素の設 定ダイアログを表 示 させるには、３つの方 法

があります。

（１）［設 定 ］メニューの［要素の詳細 設 定 ］コマンドをクリックして、

シート上の編集したい要素をクリックする方 法 。

（２）［要素ツリー］の要素をダブルクリックするか、クリックして、次に

右クリックして表 示 されるポップアップメニューの詳細 設 定コマン

ドをクリックする方 法 。

（３）［編集ボックス］の登録されている要素の詳細 設 定 をする場合

は、編集ボックス上でマウスの右ボタンをクリックして表 示 される

ポップアップの詳細 設 定コマンドをクリックする方 法 。

キーワード

要素の詳細 設 定

曲線 、座標軸 、テキスト、直交値計 算 表 、入力値一覧表 、マルチ計 算 表 、

図形 、イメージ



　　　　　　　FujiTechno Sruler 活用ガイド

30

その他の編集機 能

要素のコピー、切り取 り、貼 り付け、ファイルへの保存 、ファイルか

ら読み込み等 、すべて要素単位、または複数の要素単位で行 うこと

ができます。　特に要素単位での保存 （ファイル）ができることにより、

一度作 成 した要素 とよく似た要素を作 成 する際に大幅な作業の削

減ができるので大 変 便 利 です。

キーワード

パーツファイルの取 り込み

パーツファイル作 成

コピー

切 り取 り

貼 り付け

要素のピック
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３　ヘルプについて

スルーラの詳細 な説 明 は、すべてヘルプ（スルーラの動作時に使

用 することができる解 説 機 能 ）に記 載 されています。目次から選択す

るかキーワードを入力 することで、必要な情報または説 明 を表 示 させ

ることができます。

目 次から選択

［ヘルプ］メニューの[検索 ]をクリックします。［トピックの検索 ］ダイ

アログボックスが表 示 されますので、［目次］タブをクリックして下 さい。

ヘルプ項目の目次が表 示 されますので、必要な項目をクリックして、

［開く］ボタンをクリックしてください。

項目はツリー状 （枝状 ）になっています。　アイコンをダブルクリックし

て項目を展開させてください。

キーワードによる検索

［ヘルプ］メニューの[検索 ]をクリックします。［トピックの検索 ］ダイ

アログボックスが表 示 されますので、［キーワード］タブをクリックして下

さい。［1］ボックスに必要な情報のキーワードを入力 して下 さい。［2］

ボックスから該当する項目をクリックして、［表 示 ］ボタンをクリックして

下 さい。もし該当する項目が見つからないと きは、別のキーワードで

試してください。

備 考

この活 用ガイドに記 載 されているキーワードは、ヘルプのキーワ

ードです。

ダイアログのヘルプ

各 種 のダイアログボックスが表 示 されている状態で、［F1 ］キーを押

すと、そのダイアログの設 定 に関する説 明 が表 示 されます。

メニュー、ツールバーおよび各 種ボックスに関するヘルプ

［ヘルプ］メニューの[状況依存のヘルプ]をクリックして下 さい。マウ

スカーソルが、“？”マークに変わります。この状態で、知 りたいメニュ

ー項目やツールバー、ツールバーの各ボタン、ウィンドウまたはボック

スをクリックしてください。その項目に関する情報が表 示 されます。
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第３章　チュートリアル（演習）
この章 では、実際に[スルーラ ]を操作 しながら、グラフを作 成 してく

ださい。実際にドキュメントを作 成 するのが最も早く習得できる方 法 で

す。

3-1 基本的な手順によるグラフ作 成 では、要素 （部品 ）を一個ず

つ作 成 していく方 法 で説 明 します。また、3-2[グラフ作 成ウィザード ]

によるグラフ作 成 では、より簡単に多軸のグラフを作 成 する方 法 を説

明 します。

3-1 基本的な手順によるグラフ作 成

ステージ 1

ステージ 1 では、グラフの骨格を作 成 します。

スルーラの起動

スルーラを起動してください。（起動方 法 は、［スタート］ボタン

をクリックしてスタートメニューを表示させます。［プログ

ラム］をポイントして、［FujiTechno］をポイントします。

［FujiTechno Sruler］をクリックします。 ）

縦横の座標軸が１対自動的に作 成 されています。

要素の削除

練習 のため、標準で作 成 されている座標軸を削除します。

［編集］メニューをクリックして、［要素のピック］コマンドをクリックします。

シート上にマウスカーソルを移動するとマウスカーソルが２重の四角

形に変わります。

座標軸の軸部分 をクリックします。軸の色が黄色に変化します。

（もう一度同じ座標軸をクリックすると元に戻 り、ピック状態ではなくな

ります。）もう一つの座標軸もクリックします。

［編集 ］メニューをクリックして［削除 ］コマンドをクリックします。これ

で、2 つの座標軸は削除されます。

座標軸の作 成

［座標軸］を新規に作 成 します。
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［挿入 ］メニューをクリックして、［座標軸 ］メニューをポイントして、

［横座標軸］コマンドをクリックします。

シート上にマウスカーソルを移動させると、マウスカーソルが［+］マ

ークに変わります。シートの中央より左下 の適当な位置をマウスでクリ

ックします。このクリックした位置が［座標軸 ］の基準点になります 。

［座標軸の設 定 ］ダイアログが表 示 されますが、［キャンセル］ボタンを

クリックして閉じてください。

同様 に縦方向の座標軸を作 成 します。［挿入 ］メニューの、［座標

軸］メニューをポイントして、［縦座標軸］コマンドをクリックします。後

は、横座標軸と同様 に操作 してください。

座標軸の位置調整

このままでは、縦横の［座標軸 ］の始点が交わっていない可能性

がありますので、基準点を設 定 します。

［設 定 ］メニューをクリックして、［要素の詳細 設 定 ］コマンドをクリッ

クします。シート上にマウスカーソルを移動させると、マウスカーソルが

２重の四角形に変わります。

シート上の［横座標軸］の軸の部分 をクリックします。［座標軸の設

定 ］ダイアログが表 示 されます。［位置 ］タブ（上部に表 示 されている）

をクリックします。

位置決めの基準 となる座標軸を設 定 します。［基準座標軸］ボッ

クスの［▼］をクリックします。現在作業中のシートに作 成 されている全

座標軸が表 示 されます。［ラベル　（横 ）］をクリックします。［基準座

標軸の始点と交差］ボタンをクリックします。［OK ］ボタンをクリックして

ダイアログを閉じます。

続けて、シート上の［縦座標軸］の軸の部分 をクリックします。［座

標軸の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。［位置］タブ（上部に表 示 さ

れている）をクリックします。

［基準座標軸 ］ボックスの［▼］をクリックしてボックスをドロップダウ

ンさせます。［ラベル　（縦 ）］をクリックします。［基準座標軸の始点 と

交差］ボタンをクリックします。

これで、縦と横の座標軸が始点で交わります。

次に、全体的な座標軸の位置を調整します。［ツール］メニューの

［要素の移動］コマンドをクリックします。シート上の座標軸の軸部分

（縦横どちらでもよい）を、クリックして左ボタンを押したまま移動させま

す。適当な位置で、ボタンを離します。（要素の移動は、そのまま連

続して行 うことができます）　これで座標軸位置が定 まりました。
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座標軸の諸設定

軸の長さ、ラベル、単位等 の設 定 を行います。

［設 定 ］メニューの［要素の詳細 設 定 ］コマンドをクリックします。シ

ート上の［横座標軸］をクリックします。［座標軸の設 定 ］ダイアログが

表 示 されます。

［単位選択］ボタンをクリックします。［単位の選択］ダイアログが表

示 されます。左側のリストボックスの中から［時間 ］を選択 （クリック）し

ます。右側のリストボックスに時間の単位が表 示 されます。［ｓ］をクリッ

クします。［OK ］をクリックしてダイアログを閉じます。

［単位 ］ボックスが［ ｓ ］になっていること を確認 してください。［ラベ

ル］ボックス の［▼］をク

リックして、［時間 ］を選

択して下 さい。

［長 さ ］ボックス に軸

の長 さ を指定 し ま す 。

100 を 120 に変更しま

す。

［上限値 ］ボックスに

軸の上限値を指定 しま

す。 100 を 300 に変更

し ま す 。 こ の 300 は 、

300ｓにあたります。

［目 盛 り値 の間 隔 ］

を 50 に変更します。

同様 に ［縦座標軸 ］

を設 定 します。

単位を［m］、ラベルを［距離 ］に設 定 します。更に、［軸の長さ］を

180、［上限値］を 500000、［目盛り値の間隔 ］を 100000 に、それぞ

れ変更します。

［目盛り値］タブをクリックして、［桁シフト］ボックスの値を 0 から 3 に

変更します。この設 定 で目盛り値が 500000 から 500 になり、替わり

に単位の前に（Ì10 3 ）が追加されます。この設 定 の替わりに単位を

［ｋｍ］としても同じですが、ここでは、桁シフトを使 用 します。［OK ］ボ

タンをクリックしてダイアログを閉じます。

曲 線 の挿入
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新規曲線を挿入します。

［挿入］メニューの［曲線 ］メニューの［関数曲線］コマンドをクリック

します。［曲線の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［関数設 定 ］タブをクリックします。［関数定義］ボックスに、

Y=9.80665/2*X＾2　　　と入力 します。

［OK ］ボタンをクリックします。

放物線が描かれたことを確認してください。

関数のプログラムは、複数行に及んでも構いません。また、関数の

編集は、［編集ボックス］でも行 うことができます。

ファイルの保存

　ステージ 1 が終了しましたので、ファイルを保存します。

［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］コマンドをクリックします。

保存する［フォルダ］を指定 して、［ファイル名］ボックスに、「ｔｕｔｏｒｉａ

ｌ」と入力 して、［保存］ボタンをクリックします。

備 考

ここでは、全 てメニューからコマンドを選択していますが、ほとんどコ

マンドは、同じ機 能 の［ツールバー］の［ボタン］が用意されていますの

で、素早く操作 することができます。

mailto:Y=9.80665/2*X�O2�@�@�@�Ɠ��͂��܂��B
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ステージ 2

ステージ 2 では、ステージ 1 の体裁を整えます。

ファイルを開く

ステージ 1 のｔｕｔｏｒｉａ ｌ．ｓｒｄを閉じた場合は、［ファイル］メニューの

［開く］コマンドをクリックします。ステージ 1 で保存したファイルを選択

して、［開く］コマンドをクリックして下 さい。

タイトルの挿入

［挿入 ］メニューの［テキスト］コマンドをクリックします。マウスカーソ

ルが［+］マークに変わります。シートの上部中央より左側を、マウスで

クリックします。この位置が［テキスト］の基準位置となります。

［テキストの設 定 ］ダイアログが表 示 されます。［文字高さ］を 3.2 か

ら 10 に変更します。　［フォント］の［変更 ］ボタンをクリックします。［フ

ォントの指定 ］ダイアログが表 示 されます。［フォント名］ボックスから適

当なフォントを選択して下 さい。ここでは、［ＭＳ ゴシック］を選択しま

す。［文字の太さ］スライドバーをドラッグして文字を太 くしてください。

設 定 は、10 段階でできますが、実際のほとんどのフォントは、2 段階

設 定 になっています。［ＯＫ］ボタンをクリックします。

［色 ］ボタンをクリックして、文字の色を変更します。［色の設 定 ］ダ

イアログのパレットの中から適当な色を選択 （クリック）して下 さい。ここ

では、青色を選択します。［ＯＫ］ボタンをクリックします。

［エディタ］タブをクリックします。エディットボックスに、タイトルを入

力 します。「自由落下曲線 」と入力 します。

［ＯＫ］ボタンをクリックして、［テキストの設 定 ］ダイアログを閉じま

す。

［テキスト］の位置を変更する場合は、ステージ 1 の座標軸を移動さ

せたときと同じ要領で、［テキスト］を移動させてください。（［ツール］メ

ニューの［要素の移動］コマンド）

タイトルの背景

タイトルの背景を作 成 します。［挿入 ］メニューの［図形］メニューの

［四角形］コマンドをクリックします。　先に作 成 したタイトルの左上を

クリックします。マウスのボタンを押したまま、タイトルの右下 にマウスを

移動 させて、マウスボタンを離 します。黒枠の四角形が作 成 されま

す。
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次に、四角形の色を設 定 します。［設 定 ］メニューの［要素の詳細

設 定 ］コマンドをクリックします。シート上の四角形の枠線をクリックし

ます。［図形の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［線 ］グループの［太さ］を 1 に変更します。［色 ］ボタンをクリックし

て、色を青に変更します。

［中塗 り］グループの［べた塗 り］ボタンをクリックします。色を黄緑

色に変更します。

［角の丸み］グループの［丸み付け］ボックスをクリックします。［半

径 ］を 5 に変更します。［ＯＫ］ボタンをクリックします。

グリッドの追加

次に グ リッド （ま すめ ） を挿入 し ま

す。　　［設 定 ］メニューの［要素の詳

細 設 定 ］コマンドをクリックして、シー

ト上の［横座標軸］をクリックします。

［座標軸の設 定 ］ダイアログの、［枠

付 き］ボックスをクリックして、 ［背景

色 ］を変更します。（色の変更は、タ

イ ト ル の フォン ト の色設 定 と同じ要

領で す ） ここ で は、水色 を選択 し ま

す。

［大目盛り］タブをクリックして、［グ

リッド ］グループの［表 示 ］ボックスを

クリックします。［中目盛 り］［小目盛

り］につい ても、同じよう に 設 定 し ま

す。［OK ］ボタンをクリックしてダイア

ログを閉じます。

続けて、［縦座標軸］についても同様 の設 定 を行います。但し、枠

線と背景色については、どちらかの座標軸で行えばよいので、ここで

は、設 定 する必要はありません。

保存

［ファイル］メニューの［上書 き保存］コマンドを実行して、ファイルを

保存します。
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ステージ３

ステージ３では、ステージ２に実験データを曲線に追加します。ス

テージ２で作 成 したファイルを開いてください。

近 似 曲 線 の追加

［挿入］メニューの［曲線 ］メニュー

の［近似曲線］コマンドをクリックしま

す 。 ［曲線の 設 定 ］ダイ アログ が 表

示 されます。

［線 ］グループの［太さ］を 0.7 に

変更します。更に、［色 ］を赤に変更

します。

［近似式 ］タブをクリックします。こ

の例の場合 、近似式は、［多項式 ］

ボタンで 2 次式を指定 しても良いの

ですが、始点が（0,0）で確定 してい

るので[ユーザー定義 ]をクリックして、

［関数の 定義 ］ボタン をクリックし ま

す。

［任意の関数設 定 ］ダイアログが

表 示 されます。［数式］ボックスに

Y　=　ａ１*Ｘ＾2　　と入力 しま

す。

［コンパイル ］ボタン をクリックし ま

す。コンパイルが成功すると「ピンポ

ーン」という音が出ます。［ＯＫ］ボタ

ンをクリックします。

［曲線の設 定 ］ダイアログも［ＯＫ］

ボタンをクリックして閉じます。

データの入力

　データ入力 は、［設 定 ］メニューの［点入力 ］コマンドで、シート上を

マウスでクリックする方 法 、他のワープロソフト、表 計 算ソフトあるいは

［ＳｒＥｄｉｔｏｒ］（付属のエディタ）からカット＆ペーストする方 法 、テキス

トファイルを取り込む方 法 等 がありますが、今回は、［編集ボックス］を

利 用 します。
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メインウィンドウの左側にある背景が水色のボックスが、［編集ボッ

クス］です。

［ｎｅｗ］をクリックすると、入力枠が表 示 されます。入力枠が表 示 さ

れている状態で、数値を入力 します。入力 が終わったら、次に入力

するセルに矢印キーで移動するか、マウスで直接クリックして移動 し

ます。Ｅｎｔｅｒキーを押すと入力 が完了します。

この要領で、データを入力 して下 さい。

時間　　50 　100  　 150  　 200 　 250  　 300

距離 10000 40000 102000 186000 268000 372000

これで、データ入力 は完了です。

［要素 ］を［編集ボックス］に登録する方 法 は、何通りかありますが、

最も簡単な方 法 は、シート上の［要素 ］をダブルクリックする方 法 で

す。

曲 線 ラベルの表示

次に、曲線のラベルを追加します。

［設 定 ］メニューの［要素の詳細 設 定 ］コマンドをクリックします。シ

ート上の［関数曲線］をクリックします。ここで、設 定 したい［曲線 ］が

選択されないと きは、［表 示 ］メニューの［拡大 ］［縮小 ］コマンドを実

行して、選択しやすい拡大率に調整して下 さい。

［曲線の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。［ラベル］タブをクリック

します。［表 示 ］ボックスをクリックします。［ＯＫ］ボタンをクリックして閉

じます。

この状態で は 、左上端に 表 示 さ れ ていま すので移動 させま す 。

［要素の移動］コマンドで移動させますが、曲線のラベルは、曲線の

付属要素ですので、このままでは、ピックできません。まず、要素選択

の設 定 を変更します。［編集 ］メニューの［要素選択の限定 ］メニュー

の［付属要素 ］コマンドをクリックします。これで、これでラベルをピック

できます。

［ツール］メニューの［要素の移動］コマンドをクリックします。シート

上の［関数曲線］の［ラベル］をクリックして、左ボタンを押したままタイ

トルの下部まで移動させ、ボタンを離します。

更に、文字の大 きさ、フォント、内容を変更 します。［設 定 ］メニュ

ーの［要素の詳細 設 定 ］コマン ドをクリックします 。シート上の［ラベ

ル］をクリックします。［テキストの設 定 （付属要素 ）］ダイアログが表 示

されます。［文字高さ］を 4.5 に変更し、フォントを「ＭＳ　ゴシック」に

変更します。
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［エディタ］タブをクリックします。内容を「時間－距離　曲線 」を「理

論値 」に変更します。［ＯＫ］ボタンをクリックして閉じます。

同様 に、［近似曲線 ］のラベルを 表 示 します。このままで は、［曲

線 ］などの、正規の要素をピックで きませんので 、［編集 ］メニューの

［要素選択の限定 ］メニューの［全要素選択可 ］コマンドをクリックし

て元に戻します。［曲線の設 定 ］ダイアログを表 示 させて、［ラベル］の

［表 示 ］をＯＮにして、［ＯＫ］ボタンで閉じます。

今度は、自動的に先のラベルの下 に表 示 され、文字の大 きさ、フ

ォントは、統一 さていますので、内容のみを変更します。再度 、［編

集］メニューの［要素選択の限定 ］メニューの［付属要素 ］コマンドをク

リックして、［要素の詳細 設 定 ］を実行して、ラベルを「実験値 」に変

更します。

［編集］メニューの［要素選択の限定 ］メニューの［全要素選択可］

コマンドを実行して、選択の状態を元に戻します。以上で［曲線 ］の

ラベルの表 示 は完了です。

備 考

［要素選択の限定 ］を［付属要素 ］にすることにより、［座標軸］の

［目盛り値］［ラベル］等も、個別に設 定 を変更させることができます。

完成図

説 明 では長 くなりましたが、操

作 に慣れま すと 、極短時間で グ

ラフを作 成 することができます。ま

た、作 成 したデータや要素は、個

別にテキストファイルやデータファ

イルあるいはパーツファイルとし保

存することがで きますので 、使 用

すればするほど使 いやすさが増し

ていきます。
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ステージ４

ステージ４では、ステージ３に実験データの表 を作 成 します。ステー

ジ３で作 成 したファイルを開いてください。

テキストシートの追加

［テキストシート］は、主に、表 を作 成 する為 のシートです。［グラフ

シート］は、全 ての［要素 ］（曲線、座標軸 ．．．）を扱 うことができます

が、複数数ページに及ぶ実験データの表 を作 成 することはできませ

ん。［テキストシート］は、この問題を解決するためのシートです。縦だ

けでなく、横方向に連なった表も、複数ページに自動分割します。

［挿入 ］メニューの［テキストシート］コマンドをクリックします。これで

［テキストシート］は、作 成 されます。

入力値一覧表 の追加

［曲線］のデータの一覧表 を扱 う［入力値一覧表 ］を作 成 します。

［挿入 ］メニューの［入力値一覧表 ］コマンドをクリックして、［シー

ト］上の左上部をクリックして表 の基準点 （左上端 ）を決定 します。

［入力値一覧表 の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［文字設 定 ］タブをクリックします。［ラベル］グループの［文字高さ］

を、5 に変更します。［フォント変更 ］ボタンをクリックして、フォントを

「MS　ゴシック」に変更します。［単位］［データ］グループの文字高さ、

フォントも自動的に変更されます。［単位 ］［データ］グループも個別

に設 定 することができますが、［ラベルを同じ設 定 ］ボックスがチェック

状態の時は、［ラベル］グループの設 定値と自動的に同じ設 定 になり

ます。

［罫線］タブをクリックします。［外枠 ］［縦線］［横線］グループの各

［有 効 ］ボックスをクリックします。

［曲線の並べ替え］タブをクリックします。［現在登録されている全

曲線］ボックスの中から［実験値］を選択 （クリック）して、［＞＞］ボタン

を［クリック］します。［OK ］ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

実験データの一覧表 が作 成 されているのを確認してください。

［編集ボクッス］には、［入力値一覧表 ］のデータが表 示 されていま

すが、このデータを編集すると、その変更は、［実験値 ］の曲線にも

反映され更新されます。
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ステージ５

ステージ５では、ステージ４に速度曲線を追加します。ステージ４か

ら引き続き操作 します。

速度軸の追加

今、［テキストシート 1］が表 示 されていますので、［グラフシート 1］

に

切り替えます。上部に表 示 されている［メインツールバー］の「テキスト

シート 1」と表 示 されているボックスの［▼］をクリックして一覧の中から

［グラフシート 1］を選択 （クリック）します。これで、ステージ３までに作

成 したグラフが表 示 されます。

［挿入］メニューの［補助座標軸］コマンドをクリックします。シート上

の［縦座標軸］の軸の部分 をクリックします。［新規座標軸の作 成 ］ダ

イアログが表 示 されます。ボックスの中から必要な座標軸の種類を選

択します。今回は、［縦座標軸］を作 成 しますので、そのまま［OK ］ボ

タンをクリックします。［座標軸の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［単位選択］ボタンをクリックします。［単位の設 定 ］ダイアログが表

示 されます。［力 学 の単位］ボックスをクリックします。左側の一覧表

の中から「速度 」を選択 します。右側のボックスの中から「m/s」を選

択します。［OK ］ボタンをクリックして閉じます。

［ラベル］ボックスの［▼］をクリックして、「速度 」を選択します。

［上限値］を 3000 に、［目盛り値の間隔 ］を 500 に変更します。

［位置 ］タブをクリックして下 さい。ポジショニングの方 法 が［基準座

標軸との距離指定 ］が ON になっていることを確認してください。［オ

フセット］は、-16.9 になっていますが、この値を-20 にすると距離の座

標軸の 20ｍｍ左側に表 示 されます。ここでは、-16.9 のままにします。

［OK ］ボタンをクリックして閉じます。

速度曲 線 の追加

　速度曲線を追加 します。速度は、距離を時間で微分 すれば得 ら

れますので、ここでは、［微分曲線］を使 用 します。

　［挿入］メニューの［曲線］メニューの［微分曲線］コマンドをクリックし

ます。

　縦軸が 2 つに増えましたので、どの［座標軸］を使 用 するか指定 す

る必要があります。速度軸の軸部分 をクリックします。（横軸は 1 つし

かないので、自動的に選択されています）　［曲線の設 定 ］ダイアログ
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が表 示 されます。

［ラベル］を「時間 -速度曲線 」から「速度曲線 」に変更します。

［線 ］グループの［太さ］を 0.7［色 ］を赤色に変更します。［線種 ］ボッ

クスの［▼］をクリックして、点線を選択します。

［対象曲線］タブをクリックします。［対象曲線］ボックスの［▼］をク

リックして、「実験値 」を選択します。時間 （横軸 ）で微分 するので［横

軸基準 ］ボタンを ON のままにします。

［ラベル］タブをクリックし ま す。 ［表 示 ］ボックス をクリックし ま す 。

［OK ］ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

直 交 値 計 算 表 の追加

［テキストシート１］に［直交値計 算 表 ］を追加します。 3 つの曲線を

作 成 しましたが、データを持っている曲線は、［実験値］の曲線のみ

です。また、データは、50 ｓ間隔なので 10 ｓ間隔のデータの一覧表 を

作 成 する場合 、従来ですと目視によるグラフ読み取りしか方 法 はあり

ません。［直交値計 算 表 ］は、この問題を解消します。

［メインツールバー］の「グラフシート 1」と表 示 されているボックスの

［▼］をクリックして一覧の中から［テキストシート 1］を選択します。

［挿入 ］メニューの［直交値計 算 表 ］コマンドをクリックして、シート

上の［入力値一覧表 ］の下部をクリックして表 の基準点 （左上端 ）を

決定 します。［直交値計 算 表 の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［文字設 定 ］タブをクリックします。［ラベル］グループの［文字高さ］

を、5 に変更します。［フォント変更 ］ボタンをクリックして、フォントを

「MS　ゴシック」に変更します。

［罫線］タブをクリックします。［外枠 ］［縦線］［横線］グループの各

［有 効 ］ボックスをクリックします。

［曲線の並べ替え］タブをクリックします。［現在登録されている全

曲線］ボックスの中から［実験値］を選択 （クリック）して、［＞＞］ボタン

を［クリック］します。更に、［速度　曲線］をクリックして、［＞＞］ボタン

を［クリック］します。［OK ］ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

表 が作 成 されているのを確認してください。但 し、データは、まだ

表 示 されていません。

［編集ボクッス］には、［直交値計 算 表 ］が表 示 されていますが、基

準データが、まだ入力 されていません。直交値計 算 の基準値を左側

の列に入力 します。　10 ，２０．．．．と入力 してもいいのですが、一発

で入力 する方 法 を説 明 します。左側の［ｎｅｗ］をクリックします。入力

枠の外側で、マウスの右ボタンをクリックします。メニュー（ポップアッ
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プメニュー）が表 示 されます。メニューの中から［下 方複写 ］コマンドを

クリックします。［内容］ボックスに「#S0++10#」と入力 します。（この詳

しい意味は、ヘルプで確認してください。このダイアログが表 示 されて

いる状態で［F1 ］キーを押します。）　［コピー数］を 29 に変更します。

［OK ］ボタンをクリックします。これで、0 から 300 まで 10 刻みの距離と

速度の一覧表 が完成 しました。

この表 は、1 ページに収まらないので、シートが追加されています。

追加されたシートを見るには、［表 示 ］メニューの［次のページ］コマン

ドを実行します。
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備 考

［入力値一覧表 ］［直交値計 算 表 ］共 、罫線の色 、太さ、背景の

色、列の間隔 、行間隔など、細 かく設 定 できますので、いろいろ試し

てください。［要素の詳細 設 定 ］で設 定 します。詳しくは、各ダイアロ

グのヘルプを参照して下 さい。

また、［直交値計 算 表 ］は、横軸基準だけで なく、縦軸基準でも

計 算 できます。詳しくは、同じくヘルプを参照して下 さい。
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ステージ６

ステージ６では、ステージ５に理論値と実験値の差 （誤差 ）を［マル

チ計 算 表 ］を用 いて表 にします。ステージ５までのファイルを開いてく

ださい。

フェイスネームの設定

　［フェイ スネーム］は、［曲線 ］等 の各要素を、［マルチ計 算 表 ］や

［ユーザーザープログラム］で使 用 するために付ける名札のようなもの

です。

理論値 （関数曲線 ）を［マルチ計 算 表 ］で使 用 できるようにするため、

［フェイスネーム］を指定 します。

　［設 定 ］メニューの［要素の詳細 設 定 ］コマンドで、［曲線の設 定 ］ダ

イアログを表 示 させます。［フェイスネーム］ボックスに「 ｔｈｅｏｒｙ」と入

力 します。

マルチ計 算 表 の追加

［テキストシート 1］を表 示 します。これまでと違った方 法 で、呼び出

します。［表 示 ］メニューの［要素ツリー］コマンドをクリックします。［要

素ツリー］の中には、これまで作 成 した全要素が要素の種類別に登

録されています。［+］をクリックすると、その項目の中に含まれる下位

の全項目が表 示 されます。Tutorial.srd を展開すると、［グラフシート

1］［テキストシート 1］［サブシート 1-2］が表 示 されます。ここで、ｓｈ ｉｆｔ

キーを押しながら［テキストシート１］をクリックすると［テキストシート 1］

が表 示 されます。この他にも、［要素ツリー］には、編集作業を手助け

する様々な機 能 をあります。詳しくは、［要素ツリー］のヘルプを参照

して下 さい。

［マルチ計 算 表 ］を作 成 します。

［挿入 ］メニューの［マルチ計 算 表 ］コマンドをクリックします。［入力

値一覧表 ］の右側を基準点にしま す 。 （シー ト上をクリックし ま す ）

［マルチ計 算 表 の設 定 ］ダイアログが表 示 されます。

［文字設 定 ］タブをクリックします。［文字高さ］を 5 に変更します。

［罫線］タブをクリックします。［外枠 ］［縦線］［横線］グループの各

［有 効 ］ボックスをクリックします。［マルチ計 算 表 ］の罫線 、背景色 、

フォント等 、セル単位で設 定 できますが、全体に罫線を引くには、こ

の方 法 が簡単です。

［使 用 する曲線］タブをクリックします。左のボックスから［実験値 ］



　　　　　　　FujiTechno Sruler 活用ガイド

47

を選択して［＞＞］で登録します。［OK ］ボタンで閉じます。

シートには、罫線のみが表 示 されます。［編集ボックス］に、表 示 す

る内容を入力 します。以 下 のように入力 して下 さい。

　実験値の入力データは、先に［マルチ計 算 表 ］に実験値の曲線を

登録 （［マルチ計 算 表 の設 定 ］ダイアログの［使 用 する曲線］で登録

した）していますので、配列として使 用 することがで きます。登録した

順番によりＡｘ，Ｂx,Cx．．．（縦座標の配列は、Ａｙ，Ｂｙ，Ｃｙ．．．）の

配列名になります。（この配列名は、マルチ計 算 表 のなかでのみ有

効 です）　入力値の最初のデータは、添え字は［0］になるので、注意

して下 さい。

　ここでも、［ステージ５の直交値計 算 表 の追加］で使 用 した［下 方複

写 ］を利 用 すると早く入力 できます。

「 =Ay[0] 」を入 力 し た後 、 ［下 方 複 写 ］ コマン ド で 、 ［ 内 容 ］ を

「 =Ax[#S0++1#] 」 、 ［ コ ピー 数 ］ を 5 と し 複 写 し ま す 。 同 じ く

「=thory.CalXtoY( Ax[0] )」は、「 =thory.CalXtoY( Ax[#S0++1#] )」

で複写します。ここで使 用 したＣａ ｌＸｔｏＹ関数は、［曲線］のＸ座標値

に対すする直交値を算出する関数です。詳しくは、ヘルプを参照し

て下 さい。「 theory」は、先に指定 した理論値の曲線を示 すフェイス

ネームです。
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　第 ３列の「 =abs(C2R2-C2R3)」の C2R2 は第 ２行第 ２列のデータを、

同じくＣ２Ｒ３は、第 ２行第 ３列のデータ（計 算 結 果 ）を示 します。つま

り実験値から理論値を引いた値の絶対値です。「=abs()と入力 した

後、第 ２行第 ２列のセルをクリックして「-」を入力 して、さらに第 ２行第

３列をクリックすることで素早く入力 できます。後は、［下 方複写 ］を使

用 します。［内容 ］を「=abs(C#S2++1#R2-C#S2++1#R3)」とし複写 し

ます。

第 ８行 ４列の「 average(C2R4:C7R4)」は、平均値を計 算 します。

第 ９行 、第 １０行 と 第 ５列は不要で すので 、削除 します。行番号

「9」をクリックします。［編集ボックス］内で、マウスの右ボタンをクリック

して［行削除 ］コマンドをクリックします。第 １０行も削除してください。

同様 に、列番号 「5」をクリックして［列削除 ］コマンドをクリックします。

マルチ計 算 表 の各セルの諸設定

データ番号のフォーマット（書式 ）を設 定 します。

第 ２行第 １列のセルをクリックしてｓｈ ｉｆｔキーを押しながら第 ７行第 １

列をクリックします。（ｓｈ ｉｆｔキーを押す代わりにマウスボタンを押した

まま第 ７行第 １列までマウスを移動してマウスボタンを離しても構いま

せん）この操作 で、６個のセルが選択されます。この状態で、入力 ス

ポット（白い部分 ）以外の部分 でマウスの右ボタンをクリックして表 示

されたメニューから［フォーマット］

コマンドを選択 します。［フォーマ

ット］ダイアログが表 示 されます。

［フォーマット ］ボックス を 「 ## 」

に 変更 し ま す 。 「 ## 」は ２桁で 表

示 す る こ と を意味 し ま す 。［横方

向の基準位置］を［中央 ］に変更

（クリック）します。［ＯＫ］ボタン で

閉じます。

同じ要領で 、「平均値 」「実験

値 」「理論値 」「誤差 」の［横方向

の基準位置 ］を［中央 ］に変更 し

ます。

さらに 、 第 ２行第 ２列 から第 ８

行第 ４列までの、［フォーマット］を

「######」に、［横方向の基準位

置］を［左詰め］に変更 してくださ
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い。
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3-2　[グラフ作成ウィザード]によるグラフ作 成

　[グラフ作 成ウィザード]を使 用 すると、更に少ない作業で、グラフを

作 成 できます。

1. スルーラの起動

スルーラを起動してください。

縦横の座標軸が１対自動的に作 成 されています。

2. データの作 成

まず、スルーラに付属の SrEditor や　 MS-EXCEL などで、データ

を作 成 します。

下図のようなデータを作 成 してください。

　ラベル（回転数など）、単位 （min ＾-1 ）を含めたデータを、コピーコマ

ンド等 でクリップボードにコピーしてください。
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3.[グラフ作 成ウィザード]起動

[挿入 ]メニューの[グラフ作 成ウィザード]コマンドをクリックします。

[グラフ作 成ウィザード]ダイアログが表 示 されます。

ダイアログの左側に、クリップボードにコピーされているデータが、表

示 されています。

クリップボードのデータを再度読み込み直す場合は、[貼 り付け]ボ

タンをクリックします。[ファイルの読み込み]ボタンをクリックすると、ファ

イルからデータを読み込むことができます。

4.座標軸の設定

　現在の状態では、横軸は[回転速度 ]、縦軸は[トルク ][出力 ][燃

料消費量 ]で、縦軸は全 て左側表 示 になっています。

[燃料消費量 ]を、右側表 示 になるように、設 定 を変更します。

[データ－座標軸 ]の表 の R04 をクリックして、表 の左上の[設 定 ]ボ

タンをクリックしてください。

[座標軸の設 定 （グラフ作 成ウィザード）]ダイアログが表 示 されま

す。
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[位置 ]の[▼ ]をクリックして、[右側 ]を選択してください。これで、右

側表 示 になります。

取り込んだデータにより、ラベル、単位、上限値、下限値が自動的

に設 定 されていますが、必要に応じて、変更してください。

[OK]をクリックしてダイアログを閉じます。

5. 曲 線 の設定

　曲線の種類や、曲線に使 用 するデータの列を変更する場合は、

[グラフ作 成ウィザード]ダイアログの表 [曲線 ]の、[追加 ][削除 ][ 設

定 ]ボタンを使 用 して、変更してください。

　今回は、そのまま使 用 します。
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6.確定

[グラフ作 成ウィザード]ダイアログの[決定 ]ボタンをクリックすると、グ

ラフが作 成 されます。

7. 最終調整

横座標軸のラベルが、[燃料消費量 ]の座標軸を重なっています

ので、ラベルを、中央表 示 に変更します。

[設 定 ]メニューの[要素の詳細 設 定 ]コマンドをクリックして、グラフ

の横座標軸をクリックします。

[座標軸の設 定 ]ダイアログが表 示 されます。 [ラベル]をクリックして、

[位置 ]の[軸の中央 ]ラジオボタンをクリックします。

[OK]ボタンで[座標軸の設 定 ]ダイアログを閉じます。
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7.完成

完成 すると、下 のグラフが出来上がります。

[グラフ作 成ウィザード ]を使 用 すると、非常に少ない作業で、多軸

のグラフを作 成 できます。

必要に応じて、 [挿入 ]メニューや[設 定 ]メニューを使 用 して、グラフ

の体裁を整えてください。
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第４章　サンプル

作 成 したいグラフに近いサンプルを開き、それを参考もしくは編集

することで、早く作 成 でき、使 用 方 法 の理解も早まります。

サンプルは、スルーラをインストールしたときに指定 したフォルダの

中の [\Sample] フォルダに入 って いま す 。 （標準で は、 ［￥Program

Files\FujiTechno\Sruler\Sample］です。）

１ サンプル：VaporH2O

対数目盛を使 用 した例です。

座標軸を対数目盛にするだけで他は、全 く通常のグラフと同じで

す。

キーワード

座標軸の基 本 設 定 （種別の変更 ）

新規座標軸の挿入

温 度 － 圧 力 は 関

数曲線

温 度 － 密 度 は ス

プ ラ イ ン 曲 線 を

使用しています。
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２ サンプル：降水量

棒グラフを使 用 した例です。

棒グラフは、曲線の詳細 設 定ダイアログの［グラフ］ページで［棒グ

ラフ］ボタンを選択するだけで通常のグラフから切 り替わります。その

他に面グラフも同様 に作 成 できます。

キーワード

曲線のグラフ設 定

備考

グ ラ フ の 背 景

色や枠、グリッ

ドは、［座標軸

の設定］ダイア

ロ グ で 設 定 し

ます。
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３ サンプル：弾道計 算

関数曲線を巧く使った例です。

関数曲線は、外部からアクセスできる変数をもっています。その変

数を初速度や打ち上げ角等 のパラメータとして用 いることで［マルチ

計 算 表 ］から操作 できます。

さらに別の［マルチ計 算 表 ］で到達距離や対空時間を表 示 してい

ます。

バス停のようなマークは、図形のポリラインで終点を［点 ］に設 定 し

てあります。中の数値は、テキストを数式モードで使 用 しています。テ

キストの数式モードには、外部からアクセスできる変数を組み込むこ

とができます。この機 能 を利 用 して、飛距離をマーク内に表 示 してい

ます。このマークは、初速度を変更したりして飛距離が変わると自動

的に新しい到達地点まで移動するようになっています。要素を移動

する関数 （ユーザープログラムで使 用 する）を用 いています。

キーワード

関数曲線 、マルチ計 算 表 、ユーザープログラム、フェイスネーム
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４ サンプル：ThermoS

モータ等 の巻き線の温度を測定 するときに用 いられる抵抗法 に応

用 した例です。

電源を切った後に測定 した数点のデータから下 記 の式について

回帰分析して係数を割り出します。

　　 Y = a*e - b * x + c

次に電源を切った時点の抵抗値を算出して、Ｊ ＩＳ Ｃ４００４ ５．６

（１）（ａ）の抵抗法 の式で巻線温度を算出します。

スルーラには、近似曲線 （回帰曲線 ）が用意されていますので、わ

ずかなプログラムの記述だけでこのサンプルを作 成 できます。

キーワード

近似曲線 、マルチ計 算 表

ユーザープログラム、CalXtoY 関数 、CalYtoX 関数

備考

複 数 の デ ー タ フ ァ

イルを開き、同時表

示 す る こ と が で き

ます。また、各種の

計 算 の 対 象 と な る

曲 線 を 瞬 時 に 切 り

替 え る こ と が で き

ます。

詳しくは、［データ

ファイル］及び［ア

クティブ曲線］のオ

ン ラ イ ン ヘ ル プ を

参照して下さい。
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５ サンプル：AcMotor

［マルチ計 算 表 ］とグラフを巧く利 用 した例です。

実測データは、電圧、トルク、電流、位相角だけで、入力 、出力 、

効率は、［マルチ計 算 表 ］で計 算 しています。

ここまでは、一般に表 計 算ソフトでできますが、さらにスルーラでは

負荷点の計 算も自動的に行 うことができます。　２曲線の交点を計

算 する機 能 を持っているため、交点を求め更にその値から結 果 を算

出するといった複雑な処理も簡単かつ短時間で作 成 することができ

ます。

赤色の線が負荷曲線で 、トルク曲線 との交点つまり負荷点を計

算 して左下 の［マルチ計 算 表 ］に表 示 しています。もちろん負荷曲線

かトルク曲線が変更されれば、負荷点の自動的再計 算 されます。

薄い赤色の曲線は、データファイルと して取 り込んでいる別の負

荷曲線で、［ツール］メニューの［アクティブ曲線］を選択して、この負

荷曲線をクリックすると、計 算 の対象がクリックした曲線に切 り替わり

ます。たくさんの負荷曲線のなかから最も適した負荷を選択するとい

った作業もスピーディーに行 うことができます。

キーワード

データファイル

マルチ計 算 表

ユーザープログラム

CalCrossPoint 関数
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６ サンプル：WaveAna

FFT（高速フーリエ変換 ）を使 用 して周波数分析を行っています。

さらに周波数分析 した結 果 を逆フーリエ変換して元の波形に重ね

合わせています。

フーリエ変換に関する関数は、４つ用意されています。

ＦＦＴ 高速フーリエ変換

ＩnvＦＦＴ 逆高速フーリエ変換

Fourier ノーマルのフーリエ変換

InvFourier ノーマルの逆フーリエ変換

さらにユーザー定義関数と同様 に曲線のデータ変換およびデー

タ転送に使 用 できるフーリエ変換があります。用途に合わせて使 用 し

て下 さい。

備 考

この例では、表 計 算 は使 用 していませんが、ユーザープログラムを

連動させるためにマルチ計 算 表 を使 用 しています。

キーワード

ユーザー定義関数

フーリエ変換

FFT 関数

InvFFT 関数

マルチ計 算 表
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基本仕様

用紙

Ａ５、Ａ４、Ａ３、Ｂ５、Ｂ４、Ｂ３他

フリーサイズ（１０００mmÌ１０００mm 以内の任意のサイズ）

座標軸、曲 線 の数

ソフ トウエア上の制限はあ りません。（システムのメモリ容量等 に依

存 ）

ユーザープログラム

ユーザープログラムの数の制限はありません。但しシステムのメモリ容

量等 により制限されます。

ページ数

ソフ トウエア上の制限はあ りません。（システムのメモリ容量等 に依

存 ）
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